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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

雪
害
対
策
で
緊
急
要
望
本会

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
で
構
成

す
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会

は
１
月
１３
日
、
学
識
経
験
者
か
ら

な
る
「
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委

員
会
」を
発
足
さ
せ
、東
京
・
都
道

府
県
会
館
で
初
会
合
を
開
い
た
。

同
委
員
会
は
、
平
成
１９
年
度
以

降
に
お
け
る
分
権
社
会
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
提
言
し
、
国
の
分
権
改
革
推

進
論
議
を
強
力
に
促
進
す
る
と
と

も
に
、
国
民
の
幅
広
い
理
解
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
。
当

面
は
、
政
府
が
６
月
に
策
定
す
る

「
骨
太
方
針
２
０
０
６
」
に
向
け

て
、
財
政
面
を
中
心
に
中
間
報
告

を
ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。

委
員
長
に
は
、
神
野
直
彦
・
東

京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教

授
を
選
任
す
る
と
と

も
に
、
小
幡
純
子
・

上
智
大
学
教
授
を
委

員
長
代
理
に
指
名
し

た
。
神
野
委
員
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
、

税
制
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
「
原
点
に
立

ち
返
っ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
の

考
え
を
述
べ
た
。

会
議
で
は
、
今
後

委
員
会
で
検
討
す
る

項
目
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

委
員
会
に
出
席
し

た
本
会
の
国
松
誠
会

長
は
、「
今
後
、こ
の
分
権
改
革
を

国
民
的
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
。そ
の
上
で
、「
地
方
が
自
ら
の

創
意
工
夫
と
責
任
で
政
策
を
選
択

で
き
る
よ
う
、
地
方
税
中
心
の
歳

入
体
系
の
構
築
に
向
け
幅
広
い
検

討
を
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

【
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会

委
員
】
（
敬
称
略
）

▽
青
山
彰
久
（
読
売
新
聞
東
京
本

社
解
説
部
次
長
）▽
赤
崎
義
則

（
鹿
児
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
）
▽
池
田
佳
隆
（
日
本
青
年
会

議
所
会
頭
）
▽
井
上
義
國
（
関
西

分
権
改
革
推
進
委
員
会
座
長
）
▽

大
森
彌
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

▽
北
川
正
恭
（
早
稲
田
大
学
大
学

院
公
共
経
営
研
究
科
教
授
）
▽
木

村
陽
子
（
地
方
財
政
審
議
会
委

員
）
▽
工
藤
泰
志
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
）
▽

小
西
砂
千
夫
（
関
西
学
院
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）
▽
堺

屋
太
一
（
作
家
・
元
経
済
企
画
庁

長
官
）
▽
榊
原
英
資
（
慶
應
義
塾

大
学
教
授
）
▽
坪
井
ゆ
づ
る
（
朝

日
新
聞
社
論
説
委
員
）
▽
宮
脇
淳

（
北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院

院
長
）
▽
山
下
茂
（
明
治
大
学
大

学
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
教
授
）

昨
年
１２
月
中
旬
か
ら
の
寒
波
に

伴
う
記
録
的
な
積
雪
に
よ
り
、
各

地
で
被
害
が
続
出
し
て
い
る
。

こ
の
積
雪
を
放
置
す
れ
ば
、
住

宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
大
勢
の
生

命
・
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
、
長
野

の
両
県
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用

を
決
定
し
た
。

同
法
が
適
用
さ
れ
た
自
治
体
の

う
ち
、
市
関
係
は
次
の
と
お
り
。

【
新
潟
県
】
▽
十
日
町
市
▽
妙
高

市
▽
南
魚
沼
市
▽
魚
沼
市
▽
上

越
市
▽
長
岡
市
▽
柏
崎
市
▽
小

千
谷
市

【
長
野
県
】
▽
飯
山
市

本
会
の
建
設
運
輸
委
員
会
は
１

月
１１
日
、
国
土
交
通
省
な
ど
関
係

方
面
へ
大
雪
被
害
対
策
に
関
す
る

緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

ま
た
１３
日
に
は
、
国
松
会
長
、

矢
沢
国
会
対
策
委
員
長
、
�
田
地

方
財
政
委
員
長
が
、
山
崎
力
・
総

務
副
大
臣
や
桜
井
郁
三
・
同
政
務

官
ら
に
面
談
、
要
望
し
た
。

要
望
は
、
積
雪
に
よ
る
公
共
輸

送
機
関
の
寸
断
で
市
民
生
活
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
ま
た
、
多
額
に

上
る
除
排
雪
経
費
で
市
町
村
財
政

が
多
大
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
と

し
て
、
▽
災
害
救
助
法
の
早
期
適

用
と
被
災
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保
▽
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

適
用
に
よ
る
被
災
者
へ
の
早
期
支

援
▽
地
方
公
共
団
体
の
除
排
雪
、

災
害
救
助
経
費
へ
の
財
政
支
援
措

置
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
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検
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
１６
年
１２
月
３１
日
現
在
の
全

国
７
３
５
市
を
対
象
に
実
施
し
た
「
市
議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態
調

査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
調
査
内
容
は
、
�
定
例
会
・
臨
時
会
の
会

期
・
会
議
日
数
�
常
任
・
特
別
委
員
会
の
開
催
状
況
�
市
長
・
議
員
提

出
議
案
の
状
況
�
一
般
・
代
表
質
問
の
形
式
�
議
長
の
選
出
方
法
・
任

期
�
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
事
例
―
―
な
ど
。回
収
率
は
１
０
０
％
。

報
告
書
は
、
昨
年
１２
月
１９
日
付
け
で
全
市
に
送
付
済
み
。
本
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
調
査
結
果
の
概
要
を
今

号
か
ら
数
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

◆
定
例
会

全
国
６
７
３
市
（
１６
年
中
に
合

併
が
あ
っ
た
６２
市
を
除
く
、
以
下

同
じ
）
に
お
け
る
平
成
１６
年
中
の

全
定
例
会
の
会
期
日
数
平
均
は
７５

日
。
各
定
例
会
の
平
均
で
は
、
第

１
回
が
２２
日
、
第
２
回
が
１５
日
、

第
３
回
が
２０
日
、
第
４
回
が
１６
日

と
な
っ
て
い
る
。

全
定
例
会
で
の
本
会
議
日
数
の

平
均
は
２０
日
。
各
定
例
会
の
平
均

は
、
第
１
回
が
５
日
、
第
２
回
が

４
日
、
第
３
回
が
５
日
、
第
４
回

が
４
日
と
な
っ
て
い
る
。

◆
臨
時
会

臨
時
会
を
開
催
し
た
の
は
５
３

８
市
で
、
全
体
の
７９
・
９
％
。
平

均
開
催
回
数
は
２
回
、
平
均
会
議

日
数
は
２
日
と
な
っ
て
い
る
。

臨
時
会
の
う
ち
、
議
員
の
招
集

請
求
に
よ
り
開
催
し
た
の
は
６８
市

（
開
催
市
の
１２
・
６
％
）
。
平
均

開
催
回
数
は
１
回
で
、
平
均
会
議

日
数
は
１
日
。

◆
市
民
傍
聴
者

全
定
例
会
で
の
市
民
傍
聴
者
数

の
平
均
は
２
８
１
人
。
各
定
例
会

の
平
均
は
、
第
１
回
が
８３
人
、
第

２
回
が
６２
人
、
第
３
回
が
７０
人
、

第
４
回
が
６５
人
。

全
臨
時
会
で
の
市
民
傍
聴
者
数

の
平
均
は
１２
人
で
あ
る
。

◆
一
般
質
問

一
般
質
問
を
実
施
し
た
の
は
６

６
６
市
で
、
全
体
の
９８
・
９
％
。

一
般
質
問
日
数
の
平
均
は
１０
日
、

質
問
者
数
の
平
均
は
４８
人
。

◆
代
表
質
問

代
表
質
問
を
実
施
し
た
の
は
２

９
６
市
で
、
全
体
の
４３
・
９
％
。

代
表
質
問
日
数
の
平
均
は
２
日
、

質
問
者
数
の
平
均
は
９
人
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
１
月
１３

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
分

権
改
革
推
進
会
議
（
座
長
�
伊
東

稔
冶
・
静
岡
市
議
会
議
長
）
を
開

き
、
三
位
一
体
改
革
、
議
会
制
度

改
革
や
地
方
議
会
議
員
年
金
の
制

度
改
正
へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
同
会
議
は
昨
年
７
月
、
地

方
分
権
の
進
展
に
伴
う
諸
課
題
に

適
宜
、
適
切
に
対
処
す
る
た
め
本

会
に
設
置
し
た
も
の
。

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
、
昨

年
１１
月
３０
日
の
三
位
一
体
改
革
に

つ
い
て
の
政
府
・
与
党
合
意
や
、

第
２８
次
地
方
制
度
調
査
会
が
１２
月

９
日
に
ま
と
め
た
「
地
方
の
自
主

性
・
自
律
性
の
拡
大
及
び
地
方
議

会
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」
の

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
。
議
員
年

金
制
度
の
動
向
と
し
て
、
総
務
省

に
設
置
さ
れ
た
「
地
方
議
会
議
員

年
金
制
度
検
討
会
」
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
久
元
喜
造

・
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
第
２８
次

地
方
制
度
調
査
会
答
申
及
び
議
員

年
金
制
度
を
め
ぐ
る
動
向
」
に
つ

い
て
、
同
省
の
岡
本
保
・
大
臣
官

房
審
議
官
が
「
１８
年
度
地
方
財
政

を
め
ぐ
る
動
向
」
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

１
月
２３
日
、
市
町
村
合
併
に
よ

そ
う

さ

り
、
新
た
に
千
葉
県
「
匝
瑳
市
」

が
誕
生
し
た
。
ま
た
同
日
、
群
馬

県
高
崎
市
、
岐
阜
県
多
治
見
市
で

編
入
合
併
が
あ
っ
た
。

新
市
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

新
た
に
誕
生
し
た
市

そ
う
さ

▽
匝
瑳
市
（
千
葉
県
）

合
併
日

１
月
２３
日

合
併
関
係
市
町
村

八
日
市
場
市
、
野
栄
町

議
員
定
数

３８
人
（
在
任
特
例
）

編
入
合
併
し
た
市

▽
高
崎
市
（
群
馬
県
）

合
併
日

１
月
２３
日

合
併
関
係
市
町
村

高
崎
市
、
箕
郷
町
、
群
馬
町
、

新
町
、
倉
渕
村

議
員
定
数

９４
人
（
在
任
特
例
）

▽
多
治
見
市
（
岐
阜
県
）

合
併
日

１
月
２３
日

合
併
関
係
市
町
村

多
治
見
市
、
笠
原
町

議
員
定
数

３５
人
（
在
任
特
例
）

会
議
開
催
状
況
等
ま
と
ま
る

１６
年
市
議
会
活
動
実
態
・
概
要
�

本会調査

全定例会・臨時会の市民傍聴者数

全臨時会平均

１１人
（１７８市）
１１人

（１８２市）
１５人
（９１市）
９人

（３３市）
７人

（２５市）
２２人
（１１市）
１９人
（１２市）
５２人
（６市）
１２人

（５３８市）

全定例会平均

１４３人

２２３人

３０７人

３９５人

５５５人

６８７人

６３４人

１，２８６人

２８１人

人口段階

５万未満
（２１１市）
５～１０万
（２２３市）
１０～２０万
（１２３市）
２０～３０万
（３９市）
３０～４０万
（２８市）
４０～５０万
（１９市）
５０万以上
（１７市）
指定都市
（１３市）
全 市
（６７３市）

全定例会の平均会期・本会議日数

平均会議日数

１８日

２１日

２１日

２１日

２４日

２３日

２２日

２１日

２０日

平均会期日数

６６日

７５日

８１日

８１日

８１日

８６日

９０日

９０日

７５日

人口段階

５万未満
（２１１市）
５～１０万
（２２３市）
１０～２０万
（１２３市）
２０～３０万
（３９市）
３０～４０万
（２８市）
４０～５０万
（１９市）
５０万以上
（１７市）
指定都市
（１３市）
全 市
（６７３市）

１
月
２３
日

１
市
誕
生
、２
市
編
入

三
位
一
体
改
革
な
ど

今
後
の
対
応
協
議

分
権
改
革
推
進
会
議
開
く
―
本
会

���������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
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１月２５日現在の市数
７８４市

うち
指定都市 １４市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６７１市
特別区 ２３区
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総
務
省
は
１
月
１８
日
、
東
京
・

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
「
平

成
１７
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

表
彰
式
」
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
個
性
豊
か
な

発
想
を
活
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
で
顕
著
な
功
績
の
あ

っ
た
地
方
公
共
団
体
、
地
域
づ
く

り
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
。

１７
年
度
は
「
地
域
振
興
」
「
国

際
化
」
「
情
報
化
」
の
３
部
門
で

計
３５
団
体
が
受
賞
し
た
。
市
関
係

で
は
、
美
濃
市
、
八
千
代
市
、
高

山
市
、
酒
田
市
、
豊
中
市
、
岡
山

市
、
尾
道
市
、
宮
崎
市
の
８
市
。

受
賞
し
た
部
門
名
と
取
り
組
み
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

地
域
振
興
部
門

▽
美
濃
市
（
岐
阜
県
）
�
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
町
並
み
の
景
観
マ
ニ

ュ
ア
ル
策
定
に
住
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
な
ど
、
官
民
に
よ
る
地

区
の
景
観
整
備
を
推
進
。

国
際
化
部
門

▽
八
千
代
市
（
千
葉
県
）
�
「
こ

ど
も
国
際
平
和
文
化
基
金
」
を
設

置
。
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
国

際
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
こ
ど

も
親
善
大
使
の
バ
ン
コ
ク
派
遣
事

業
等
を
実
施
。

▽
高
山
市
（
岐
阜
県
）
�
中
高
生

を
中
心
と
し
た
海
外
派
遣
事
業
、

自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
、
姉

妹
友
好
都
市
交
流
促
進
事
業
、
観

光
客
誘
致
事
業
等
を
実
施
。

情
報
化
部
門

▽
酒
田
市
（
山
形
県
）
�
合
併
し

た
旧
八
幡
町
が
通
信
事
業
者
と
し

て
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
活
用
し
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
。
環
境
省
猛
禽
類
保
護

セ
ン
タ
ー
か
ら
イ
ヌ
ワ
シ

や
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
の
動
画

を
全
国
へ
発
信
。

▽
豊
中
市
（
大
阪
府
）
�

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
街
中

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
補
助

金
」
を
活
用
し
、
中
心
市

街
地
で
あ
る
阪
急
豊
中
駅

に
地
域
情
報
化
拠
点
と
な

る
施
設
を
設
置
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
地
域
情

報
の
発
信
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン

相
談
な
ど
地
域
情
報
化
を
推
進
。

▽
岡
山
市
（
岡
山
県
）
�
市
が
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
ー
バ
ー
と
「
電
子
町
内
会

シ
ス
テ
ム
」
を
提
供
。
町
内
会
が

自
主
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、
地
域
活
動
や
エ
リ
ア
情
報
を

発
信
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
市
民
協
働
で
取
り
組
む
。

▽
尾
道
市
（
広
島
県
）
�
街
中
に

情
報
ア
イ
コ
ン
「
石
の
ふ
く
ろ

う
」を
設
置
。携
帯
電
話
に
Ｉ
Ｄ

番
号
を
入
力
す
る
と
、
そ
の
場
所

の
関
連
情
報
を
閲
覧
で
き
る
ケ
ー

タ
イ
観
光
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
運
営
。

▽
宮
崎
市
（
宮
崎
県
）
�
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
内
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

の
空
き
領
域
を
利
用
し
、
市
独
自

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
住
基

カ
ー
ド
の
普
及
に
取
り
組
む
。

１
月
２０
日
、
第
１
６
４
回
通
常

国
会
が
召
集
さ
れ
た
。
内
閣
官
房

は
、
同
日
現
在
の
「
内
閣
提
出
予

定
法
律
案
等
件
名
・
要
旨
調
」
を

ま
と
め
、
発
表
し
た
。

法
案
総
件
数
は
８６
件
。
う
ち
、

自
治
体
に
関
係
す
る
主
な
も
の
を

掲
載
（
※
印
は
予
算
関
連
）
。

【
内
閣
官
房
】

○
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団

法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
案

（
仮
称
）

○
行
政
改
革
推
進
法
案
（
仮
称
）

【
内
閣
府
】

○
競
争
の
導
入
に
よ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革

に
関
す
る
法
律
案
（
仮

称
・
※
）

○
防
衛
庁
設
置
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
※
）

【
総
務
省
】

○
平
成
１７
年
度
分
と
し
て
交
付
す

べ
き
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例

に
関
す
る
法
律
案

○
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
※
）

○
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
※
）

○
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

○
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

○
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

○
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

○
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

【
法
務
省
】

○
犯
罪
者
予
防
更
生
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
※
）

【
財
務
省
】

○
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
案
（
※
）

【
文
部
科
学
省
】

○
国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合

理
化
等
に
伴
う
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
案
（
仮
称
・
※
）

○
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
仮
称
）

○
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

【
厚
生
労
働
省
】

○
国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合

理
化
等
に
伴
う
児
童
手
当
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
仮
称

・
※
）

○
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
※
）

○
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制

の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
仮

称
）

○
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

【
農
林
水
産
省
】

○
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営

安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に

関
す
る
法
律
案
（
仮
称
）

【
経
済
産
業
省
】

○
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤

技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
案

（
仮
称
・
※
）

【
国
土
交
通
省
】

○
中
心
市
街
地
に
お

け
る
市
街
地
の
整
備

改
善
及
び
商
業
等
の

活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
案
（
仮
称
・
※
）

○
都
市
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る

た
め
の
都
市
計
画
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
仮
称
）

【
環
境
省
】

○
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
案

○
石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被

害
の
防
止
の
た
め
の
大
気
汚
染
防

止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

１７年度

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

３
部
門
で
３５
団
体
が
受
賞

���回
通常国会

内
閣
提
出
予
定
法
律
案

―
内
閣
官
房
（
１８
年
１
月
２０
日
現
在
）

表彰式のもよう。左は山崎総務副大臣

（３） 平成１８年１月２５日 第１６０５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議議

会会

人人

事事

行行

事事

予予

定定

滝
川
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
本
会
議
の
議
論
を

活
発
で
緊
迫
感
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
、
平
成
１７
年
６
月
の
定
例
会

か
ら
一
般
質
問
と
議
案
審
議
を
対

面
方
式
と
し
、
傍
聴
者
に
分
か
り

や
す
い
問
答
を
展
開
す
る
た
め
一

問
一
答
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
に
議
会
活
動
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
傍
聴

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
、
１２
月
６
日
開
会
の
第
４
回
定

例
会
開
会
日
に
議
場
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
、
満
員
の
傍
聴
席
の
市

民
に
長
唄
の
調
べ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

山
腰
修
司
議
長
が
「
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
議
会
を
訪
れ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
古
典

芸
能
の
世
界
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会
に
議

場
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
地
元
で
活
躍

す
る
長
唄
協
会
北
海
道
支
部
の
柏

伊
三
千
さ
ん
ら
４
人
に
よ
る
長
唄

「
新
曲
浦
島
」（
坪
内
逍
遥
作
詞
、

杵
屋
勘
五
郎
作
曲
）
が
披
露
さ

れ
、
趣
の
あ
る
唄
と
三
味
線
の
調

べ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
た
市
内
の
主
婦

は
「
と
て
も
よ
い
試
み
で
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

議
場
を
訪
れ
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
、
議
会
の

活
性
化
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
は
、
世

界
的
な
流
行
病
を
さ
す
。
�
そ
れ

は
必
ず
く
る
�
と
、
テ
レ
ビ
の
報

道
番
組
で
は
専
門
家
が
断
言
し
て

い
た
。
不
気
味
で
あ
る
。
先
ご
ろ

国
際
首
脳
会
議
で
も
緊
急
課
題
に

な
っ
た
�
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
�

の
こ
と
だ
。

こ
れ
に
は
１
か
ら
６
ま
で
の
フ

ェ
ー
ズ
（
段
階
）
が
あ
る
。
鳥
か

ら
人
へ
の
感
染
が
フ
ェ
ー
ズ
３
、

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
が
こ
の
段
階
。
こ
れ
が

人
か
ら
人
へ
と
変
異
す
れ
ば
フ
ェ

ー
ズ
４
。
世
界
に
広
が
れ
ば
フ
ェ

ー
ズ
６
。
ま
さ
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

だ
。仮

定
で
は
、
最
悪
の
場
合
、
発

病
者
総
数
１
億
２
千
万
人
。
日
本

で
も
３
千
２
百
万
人
が
発
病
し
、

う
ち
６４
万
人
が
死
亡
す
る
と
い

う
。
実
に
５
人
に
１
人
だ
。
新
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
要
す
る
ワ

ク
チ
ン
は
４
千
万
人
分
。
対
し
て

２
０
０
５
年
１１
月
現
在
の
備
蓄
数

は
千
２
百
万
人
分
と
い
う
。
学
者

の
中
に
は
、
警
官
も
発
病
し
、
治

安
の
維
持
も
危
う
い
と
す
る
警
告

ま
で
あ
る
。

国
は
水
際
阻
止
の
構
え
だ
が
、

で
は
個
人
の
防
御
は
？

外
出
後
は
、
う
が
い
・
手
洗
い

の
励
行
を
。
人
込
み
は
避
け
る
―

が
、
助
言
。
こ
れ
に
マ
ス
ク
に
よ

る
防
御
も
数
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
竹
槍
戦
術
だ
。
加
え
て

地
球
温
暖
化
異
変
、
地
震
、
テ
ロ

の
恐
怖
…
…
。

そ
の
反
映
か
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
新

作
は
、
陰
気
な
黒
白
映
画
が
盛
り

と
い
う
。

▼
議
長

▽
葛
城

亀
井
一
二
三（
１１
・
９
）

▽
南
ア
ル
プ
ス清

水
勝
則（
１２
・
１９
）

▽
朝
霞

野
本
一
幸（
１２
・
２０
）

▽
野
田

野
口
義
雄（
１２
・
２０
）

▽
桑
名

伊
藤

明（
１２
・
２０
）

▽
熊
本

税
所
史
煕（
１２
・
２０
）

▽
上
尾

永
吉

勇（
１２
・
２１
）

▽
松
戸

松
井
貞
衞（
１２
・
２２
）

▽
山
田

西
村

悟（
１２
・
２６
）

▽
鳴
門

野
田
粋
之（
１２
・
２７
）

▽
南
相
馬

小
林
一
成（
１
・
１１
）

▽
五
泉

林

茂（
１
・
１１
）

▽
柳
井

松
本
哲
男（
１
・
１２
）

▼
副
議
長

▽
米
原

中
野
卓
治（
１１
・
７
）

▽
葛
城

阿
古
和
彦（
１１
・
９
）

▽
南
ア
ル
プ
ス若

尾
敏
男（
１２
・
１９
）

▽
朝
霞

小
池
正
訓（
１２
・
２０
）

▽
桑
名

堀

良
二（
１２
・
２０
）

▽
熊
本

田
尻
清
輝（
１２
・
２０
）

▽
上
尾

矢
部
勝
巳（
１２
・
２１
）

▽
松
戸

富
澤
凡
一（
１２
・
２２
）

▽
臼
杵

高
橋
英
雄（
１２
・
２２
）

▽
山
田

尾
田
卓
夫（
１２
・
２６
）

▽
鳴
門

山
本

秀（
１２
・
２７
）

▽
南
相
馬

�
野
安
俊（
１
・
１１
）

▽
五
泉

阿
部
定
正（
１
・
１１
）

▽
柳
井

杉
村
英
子（
１
・
１２
）

▼
事
務
局
長

▽
中
央

斉
藤

進（
１
・
１
）

▽
羽
生

白
石
喜
昭（
１
・
１
）

▽
福
知
山

芦
田
俊
朗（
１
・
１
）

▽
佐
賀

岸
川

学（
１
・
１
）

▽
五
泉

大
野
広
栄（
１
・
１１
）

▽
２
月
２
日

産
炭
地
域
振
興
協

議
会
�
正
副
会
長
・
監
事
会
議

（
午
後
２
時
、
全
国
都
市
会
館
）

・
総
会
（
午
後
３
時
、
同
）

▽
２
月
７
日

北
方
領
土
返
還
要

求
全
国
大
会
（
正
午
、
九
段
会

館
）

▽
２
月
７
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
総
会
（
午
後

２
時
半
、
砂
防
会
館
）

▽
２
月
８
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
前
１０
時
半
、

全
国
都
市
会
館
）
・
代
議
員
会

（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
９
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議（
午
前
１０
時
、

全
国
都
市
会
館
）
・
分
権
改
革

推
進
会
議（
午
前
１０
時
半
、
同
）

・
理
事
会
（
午
前
１１
時
、
同
）

・
評
議
員
会
（
午
後
１
時
半
、

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）

▽
２
月
１４
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
前
１１
時
、

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・

総
会
（
午
後
１
時
半
、
ル
ポ
ー

ル
麹
町
）

▽
２
月
１５
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
理
事
会

（
午
後
１
時
、
九
段
会
館
）
・

総
会
（
午
後
２
時
、
同
）

時の話題

議 会
ニ ュ ー ス

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

(pandem
ic)

―
世
界
的
流
行
病
―

議
場
に
響
く
長
唄
の
調
べ

滝
川
市
議
会（
北
海
道
）

議場で開かれたミニコンサート
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